
非常に大きなタイルセットを最も効率良
く作成するには、「ラスタタイルセットの
作成」処理で「ジョブ処理」を使って各
入力正射画像またはラスタを別々のタイ
ルセットに変換します。次に「タイルセッ
トのマージ」処理で、これらのタイルセッ
トを最終的に非常に大きなタイルセット
にマージします。「ラスタタイルセットの
作成」では、タイルセットに関する多く
の操作を一度に設定でき、自分のマルチ
コアシステム上で並行して実行するジョ
ブとして実行可能です。これにより、地
球規模の非常に大きなタイルセットでも
効率的に作成できます。

タイルセット

巨大なタイルセットの再構成

　「ラスタタイルセットの作成」処理では、TNTmips の
「ジョブ処理システム」を使うことによりコンピュータの
マルチコアプロセッサが備えた同時処理能力を生かすこ
とができます。タイルセットの作成作業を同時に多数設
定することができ、[ ジョブを待ち行列に入れる (Queue 
Jobs)] アイコンを使って各タイルセットの変換を別々の
ジョブとして待ち行列に入れたり、[ ジョブの保存 (Save 
Jobs)] アイコンを使ってジョブを後で実行するように止
めておくことができます。TNTmips のジョブマネージャ
は、同時に実行できるジョブ数を設定したり、手動でジョ
ブリストを運用管理したり、ジョブの実行を毎晩、また
は毎週末のように定期的に行うようスケジューリングし
たりすることが可能です。ジョブ処理については、テク
ニカルガイド「システム：TNT のジョブ処理システム (TNT 
Job Processing System)」をご覧ください。

ジョブ処理

「自動モザイク」処理を使っ
ても、大量の入力画像から
大きなタイルセットを作成
することができます。しか
し、モザイクはシングルプ
ロセスとして実行され、入
力画像の同時処理を行わな
いため、2 ステップの処理
の場合に比べて処理時間が
長くなります。
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　「ラスタタイルセットの作成」および「タイルセットのマージ」処理は連携して機能するように設計されており、非
常に大きなタイルセットを効率良く作成できます。「ラスタタイルセットの作成」では、自分のシステムのマルチコア
や TNTmips のジョブ処理システムを最大限活用して、多数の正射画像や他のラスタを Google マップのタイルオーバレ
イや Google Earth のスーパーオーバレイ、Bing Maps のカスタムタイルレイヤ、NASA の World Wind 用タイルレイヤ
および TNT のタイルセットへ変換します。( テクニカルガイド「タイルセット：標準ウェブタイル構造の作成 (Tilesets: 
Creating a Standard Web Structure)」
をご覧ください。) 次の「タイルセッ
トのマージ」では、「ラスタタイルセッ
トの作成」で用意した多数のタイル
セットをコピーまたは移動して、1 つ
のさらに大きなタイルセットに再構成
します。重複する領域でもタイルの
マージを行います。( テクニカルガイ
ド「タイルセット：タイル構造のマー
ジ (Tilesets: Merge Structures)」 を ご
覧ください。)

　TNTmips の「自動モザイク」処理を使うと、大きなタ
イルセットを複数の入力画像から直接作成することもで
きます。画像が重複する領域をどのように処理するかを正
確にコントロールする機能が追加されています。しかし、
非常に大きなタイルセットを多数の入力画像から作成す
るのは、「タイルセットの作成」・「マージ」の 2 ステップ
を使った場合に比べて時間がかかります。モザイクは単
一のプロセスとして実行され、入力画像が 1 個ずつ処理
されるためです。逆に、「ラスタタイルセットの作成」で
ジョブ処理を用いることにより、2、4、8 個 ... の画像を
同時に処理することができます。2 ステップ処理は、地球
規模のタイルセットのように、巨大なタイルセットを大
量の画像から処理する場合、非常に高速に処理できます。

「タイルセットの作成とマージ」と「自動モザイク」

「ラスタタイルセットの作成」処理で同時に作成さ
れた 3つの州の正射画像タイルセットをマージ。


